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地として注目されている．同地域においては，稲を作





が大きな問題となる．2010 年から 7 ～ 8 万 ha 台で推移
していた全国の縞葉枯病発生面積は，2017，2018 年に
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肥区で 19%，早植・標肥区で 8% 多い．炊飯米の食味は「コシヒカリ」並の良食味である．玄米の外観品質は “中の上”，
高温登熟性は “やや弱” である．いもち病真性抵抗性遺伝子 Pia を持つと推定され，圃場抵抗性は，葉いもちが “中”，
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養成し，同年 F3 世代を温室内で集団養成した．2004 年
に F4 世代で個体選抜，2005 年（F5 世代）に単独系統選
抜を行い，以後系統育種法にて選抜・固定をはかってき





ため，2013 年（F13 世代）に品種登録出願し（第 28280 号），













の光」より立つ “やや立” である．止葉は “やや長”，“や
や立” である．稈の太さは “中” で，稈の剛柔は “やや剛”
である．芒の多少は “稀” であり，長さは “短”，分布は “先
端のみ” である．ふ先色は “白” で，穎色は “黄白”，粒
着密度は “中” である．
「ほしみのり」の稈長は「朝の光」より長く，「コシ


































































細太 剛柔 多少 分布 長短
ほしみのり やや長 中 中 やや長 中 中 やや立 やや長 やや立 中 やや剛 稀 先端のみ 極短 白 黄白 中 難 粳
朝の光 やや短 やや濃 中 やや短 中 中 中 中 立 中 中 稀 先端のみ 極短 白 黄白 やや疎 難 粳
コシヒカリ 長 中 中 やや長 中 中 立 やや長 中 中 やや柔 稀 先端のみ 極短 白 黄白 中 難 粳






り 1.5 ～ 1.7g 重く，「コシヒカリ」より 2.2 ～ 2.5g 重い，





1 日遅い．また成熟期は「朝の光」より 2 日早く，「コ
シヒカリ」より 4 日遅い．早植栽培，湛水直播栽培にお





は 523kg/10a であり，「朝の光」より 19% 多い．また，
早植・標肥栽培における「ほしみのり」の精玄米収量
は 609kg/10a であり，「朝の光」より 8% 多い．しかし，
表 2．「ほしみのり」の生育および収量調査成績
栽培様式 品種名 苗立数 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 倒伏 精玄米重 同左 全重 屑米重 玄米
程度 比率 歩合 千粒重 外観品質
（本 / ㎡）（月 . 日）（月 . 日） （cm） （cm） （本 / ㎡） （0-9） （kg/10a） （%） （kg/10a） （%） （g） （1-9）
晩植・標肥 ほしみのり － 8.22 10.11 82 19.7 319 0.4 523 119 1634 2.3 23.8 4.2 
朝の光 － 8.24 10.09 72 19.6 331 0.1 438 100 1424 2.1 22.1 3.7 
コシヒカリ － 8.21 10.07 93 18.3 365 5.7 464 106 1505 5.3 21.5 4.4 
早植・標肥 ほしみのり － 8.05 9.15 84 20.3 327 1.1 609 108 1796 2.2 23.0 4.7 
朝の光 － 8.07 9.18 77 19.7 383 0.2 564 100 1698 1.7 21.5 4.9 
コシヒカリ － 8.03 9.11 95 19.3 381 5.6 572 101 1708 6.0 20.7 5.2 
早植・多肥 ほしみのり － 8.04 9.16 89 20.5 384 2.7 606 97 1897 6.4 22.5 4.9 
朝の光 － 8.06 9.19 85 20.4 466 1.7 625 100 1977 4.7 20.8 5.2 
コシヒカリ － 8.02 9.11 102  19.2 446 6.7 485 78 1771 16.4  20.0 5.4 
湛水直播 ほしみのり 94 8.11 9.25 83 20.3 434 2.6 588 111 1817 3.4 23.4 4.9 
朝の光 77 8.14 9.25 81 20.8 452 1.8 533 100 1726 3.8 21.7 4.4 
注 1）育成地（茨城県つくばみらい市）における試験データ．
注 2）晩植・標肥および早植・標肥は 2007 ～ 2015 年，早植・多肥は 2011 ～ 2015 年，湛水直播は 2011，13 ～ 15 年の平均値．
注 3） 耕種概要：播種 4 月 16 日～ 25 日（早植），6 月 3 日～ 7 日（晩植），5 月 8 日～ 10 日（湛水直播，乾籾 4kg/a を催芽後散播）．移植 5 月 14 日～ 19
日（早植），6 月 23 日～ 28 日（晩植）．移植栽植密度 30cm × 15cm（22.2 株 / ㎡），1 株 3 本植．
注 4）施肥水準（窒素成分，緩効性化成肥料による全量基肥施用）：標肥・湛水直播 0.8kg/a，多肥 1.2kg/a．あわせて堆肥 200kg/a を施用．
注 5）玄米精選時のふるいは 1.8mm 目を使用．
























りも広い “やや広” であり，粒大は「朝の光」より “やや大”
である（表 3，写真 3）．粒形は “長円形” に分類される．
粒厚は「朝の光」「コシヒカリ」より厚く，2.0mm を超









アミロース含有率（%）注 2） タンパク質含有率（%）注 3）
晩植・標肥 早植・標肥 晩植・標肥 早植・標肥
ほしみのり 17.5 16.4 7.2 6.2 
朝の光 18.4 17.3 8.1 6.2 
コシヒカリ 17.5 16.4 7.2 6.3 
注 1）育成地（茨城県つくばみらい市）の 2012 年産米を調査した．
注 2）白米粉を調製し，比色法により測定した．




1.7 ≦ 1.8 ≦ 1.9 ≦ 2.0 ≦ 2.1 ≦ 2.2 ≦ 合計 （g）
ほしみのり 0.5 2.7 18.5 26.0 41.9 10.4 100.0 25.3
朝の光 0.7 4.0 29.8 41.3 22.6 1.6 100.0 22.9
コシヒカリ 1.9 10.1 36.8 36.5 14.2 0.6 100.0 22.6
注 1）育成地（つくばみらい市）における 2012 年の調査データ．







ほしみのり 5.29 2.92 やや大 長円形 1.97 
朝の光 5.27 2.65 中 長円形 1.90 
コシヒカリ 5.11 2.80 中 長円形 1.86 
注 1） 育成地（つくばみらい市）における 2012 年の調査データ．












































総合評価 外観 うま味 粘り 硬さ
様式 （-5 ～ +5） （-5 ～ +5） （-5 ～ +5） （-3 ～ +3） （-3 ～ +3）
ほしみのり 晩植・標肥 -0.25 -0.16 -0.21 -0.18 0.34 
コシヒカリ 晩植・標肥 -0.35 -0.24 -0.25 -0.19 0.25 
月の光 早植・標肥 -2.07 -1.71 -1.69 -1.56 1.04 
コシヒカリ 早植・標肥 -0.00 -0.00 -0.00 -0.00 0.00 
ほしみのり 早植・標肥 -0.04 -0.05 -0.02 -0.16 -0.06-
月の光 早植・標肥 -1.86 -1.61 -1.51 -1.37 0.83 
コシヒカリ 早植・標肥 -0.00 -0.00 -0.00 -0.00 0.00 
注 1） 育成地（つくばみらい市）産米によるデータ．早植・標肥栽培の「コシヒカリ」を基準品種とし，ブラインド基準
品種との差によって補正したデータを示した．
注 2） 基準品種を 0 として，総合，外観，うま味は -5（極端に悪い）～ +5（極端に良い）の 11 段階，粘りおよび硬さは
-3（かなり粘らない，柔らかい）～ +3（かなり粘る，硬い）の 7 段階で評価した．


















ほしみのり Pia 中 やや弱（Pb1） 抵抗性 中 中 やや強 やや弱 やや強 難
朝の光 Pia,i 中 強（Pb1） 抵抗性 やや強 － 強 中 － やや難



















































































































与し，そのうち 3 つの QTL は穂いもち圃場抵抗性を低





















ほしみのり 2012 6.25 21.2 8.24 10.08 1 等 約 480
前作：二条大麦， 
基肥 N:P:K（kg/a） 
 ＝ 3.6：5.9：2.8， 
追肥 N:P:K（kg/a） 
 ＝ 1.2：1.2：0.8
あさひの夢 6.25 8.30 10.16 1 等 約 480
ほしみのり 2013 6.26 13.9 8.22 10.07 1 等 514 基肥 N:P:K（kg/a） 
 ＝ 5.5：5.6：6.2とちぎの星 6.26 8.23 10.08 1 等 519
ほしみのり 2014 6.23 13.9 8.23 10.08 1 等 563 基肥 N:P:K（kg/a） 
 ＝ 5.0：7.1：5.2とちぎの星 6.27 8.22 10.11 1 等 534
ほしみのり 2015 6.18 11.9 8.20 10.14 1 等 512 基肥 N:P:K（kg/a） 
 ＝ 6.0：6.4：6.8とちぎの星 6.24 8.22 10.16 1 等 490
茨城県 
土浦市
ほしみのり 2012 6.27 － 8.02 9.22 コシヒカリ と同等 約 540
サタケ穀粒判別器 
による 



















































































（令和 2 年 3 月分）．https://www.komenet.jp/pdf/shouhi-
doukou_20042515.pdf．
Inoue H, Nakamura M, Mizubayashi T, Takahashi A, Sugano 
S, Fukuoka S. and Hayashi N (2017) Panicle blast 1 (Pb1) 















































“Hoshiminori”, a new rice cultivar suitable for 
rice-wheat/barley double cropping
KUROKI Makoto1)*, YAMAGUCHI Masayuki2), ISHII Takuro1), KOBAYASHI Nobuya1), 
HIRABAYASHI Hideyuki1), TAKEUCHI Yoshinobu2), GOTO Akitoshi1), SUNOHARA Yoshihiro3), 
KATO Hiroshi3), SATO Hiroyuki4), TSUNEMATSU Hiroshi1), ANDO Ikuo5), NEMOTO Hiroshi3), 
IMBE Tokio3), OHTA Hisatoshi6), MAEDA Hideo1), IDETA Osamu7), HIRAYAMA Masataka8), 
IKEGAYA Tomohito5), TSUDA Naoto6) and TANAKA Junichi1)
(Received: Aug. 25, 2020/ Accepted: Oct. 6, 2020)
Summary
　“Hoshiminori”, which is a new rice cultivar with early maturing and good eating quality, was bred by the Institute of Crop 
Science, NARO (NICS) in 2015. This cultivar was selected from a population derived from the cross between “Kanto 209 
(Satojiman)” and “Etsunan 171” conducted in 2002. The main characteristics as follows;  The heading and maturing dates of 
“Hoshiminori” are slightly earlier than those of “Asanohikari”. The maturity is classified into “moderately early” in the Kanto 
region. The culm and panicle lengths are longer than “Asanohikari”, however, the number of panicles per area is less than that 
of “Asanohikari”. The yield of brown rice is 19% higher than “Asanohikari” in the late-transplanting yield trial tests of NICS. Its 
eating quality of cooked rice is equivalent to that of “Koshihikari” and is classified into “excellent”. “Hoshiminori” harbors the 
Stvb-i gene, therefore, shows resistance to the rice stripe virus. “Hoshiminori” is expected to be suitable for late-transplanting 
in rice-wheat/barley double cropping areas such as the northern Kanto area. 
Key words: paddy rice, rice-wheat/barley double cropping, early maturing, good eating quality, resistance to rice stripe virus
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